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地域の安全は地域で守る地域の安全は地域で守る

求められる「地域防災力」求められる「地域防災力」
　想定外の大規模災害だった東日本大震災。以降、大規模災害に対応できるよう防災活動の取り組みが
各地で行われています。特に今、求められているのは「地域防災力」の向上です。被害を最小限に抑え
るためには、災害が起こった直後、真っ先に対応できる地域住民の皆さんの力が必要です。今回、地域
防災力のかなめである「自主防災組織」を紹介します。

Interview

会長・白
しらやま

山 春
は る お

男さん
向切田自主防災会

初期消火訓練を行う十和田
市連合防災会の皆さん

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た

と
き
、
消
防
や
警
察
な
ど
の
公

的
機
関
に
よ
る
救
助
や
支
援

（
公
助
）
だ
け
の
対
応
に
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。

　

災
害
時
は
「
自
分
の
身
は
自

分
で
守
る
」（
自
助
）
と
、
地

域
や
近
隣
が
お
互
い
に
協
力
し

合
う
こ
と
（
共
助
）
に
よ
り
、

早
急
に
災
害
へ
の
対
応
が
で

き
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

こ
と
（
減
災
）
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
が
「
地
域
防
災
力
」
で
す
。

地
域
で
協
力
し
合
い
、

被
害
を
最
小
限
に

自主防災会にお話を伺いました

　

地
域
防
災
力
の
中
核
を
成
す

組
織
が
町
内
会
な
ど
で
構
成
さ

れ
る
「
自
主
防
災
組
織
」
で
す
。

地
域
防
災
力
の
向
上
と
防
災
・

減
災
対
策
に
お
い
て
、
重
要
な

役
割
を
果
た
し
ま
す
。　

　

自
主
防
災
組
織
は
、
単
一
町

内
会
や
近
隣
の
町
内
会
な
ど
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
の

と
き
に
即
座
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
普
段
か
ら
避
難
場
所
の
確

認
や
点
呼
の
取
り
方
、
資
機
材

の
確
認
な
ど
を
自
主
的
に
行

い
、
災
害
発
生
時
に
対
応
で
き

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

ま
す
。

地
域
防
災
力
の
か
な
め

自
主
防
災
組
織

■
平
常
時
や
災
害
時
の
活
動

　

初
期
消
火
訓
練
や
救
出
方

法
、
救
護
、
炊
き
出
し
、
避
難

誘
導
な
ど
の
訓
練

①
防
災
訓
練

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
妊

婦
な
ど
災
害
時
に
一
人
で
避
難

す
る
こ
と
が
困
難
な
か
た
を
事

前
に
把
握
し
、
確
認

②
災
害
時
要
援
護
者
の
確
認

③
防
災
資
機
材
の
整
備

④
情
報
の
収
集
や
伝
達…

な
ど

　

市
内
で
は
、
昨
年
度
16
団
体

の
自
主
防
災
組
織
が
設
立
さ

れ
、
現
在
26
団
体
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

昭
和
55
年
に
設
立
し
た
西
部

小
稲
自
主
防
災
会
で
は
、
以
前

市
内
で
も
進
む

自
主
防
災
組
織
化

は
街
頭
に
消
火
器
を
設
置
し
た

り
、
初
期
消
火
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
現
在
は
、
市
の
助

成
で
発
電
機
を
購
入
し
、
使
用

訓
練
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
今

年
度
か
ら
活
動
を
見
直
し
、
防

災
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う

と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
１
月
に
は
市
で
初
め

て
防
災
士
養
成
講
座
が
開
催
さ

れ
、
各
自
主
防
災
組
織
を
中
心

に
新
た
に
30
人
の
防
災
士
が
誕

生
、
防
災
士
が
リ
ー
ダ
ー
と

な
っ
て
、
防
災
力
の
強
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
市
内
で
も
防
災

活
動
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

■
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

左
記
を
満
た
し
て
い
る
団
体

　

▼
町
内
会
ま
た
は
近
隣
の
町

　
　

内
会
と
の
共
同
組
織
と
し

　
　

て
、
平
常
時
や
災
害
時
の

　
　

活
動
が
で
き
る
こ
と

　
　

※
戸
数
の
少
な
い
町
内
会

　
　
　

は
、
近
隣
の
町
内
会
と

　
　
　

の
共
同
設
立
が
望
ま
し

　
　
　

い
で
す
。

　

▼
活
動
拠
点（
集
会
所
な
ど
）

　
　

が
あ
り
、
災
害
時
に
地
域

　
　

住
民
の
一
時
的
な
集
合
場

　
　

所
と
で
き
る
こ
と

自主防災組織を
設立しませんか

※
新
設
し
た
自
主
防
災
組
織
に

　

は
、
防
災
用
資
機
材
整
備
の

　

た
め
に
市
か
ら
助
成
金
が
交

　

付
さ
れ
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を

希
望
ま
た
は
検
討
し
て
い
る

町
内
会
な
ど
は
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
防
災
係

　
　
　
　
　

☎
51
６
７
０
３

地域の連携が減災につながる
　向切田自主防災会は、地域
が連携し、安全を確保するた
め、昨年７月に設立しました。
　設立前からも防災活動は
行っていて、豪雪のときは除
雪作業を協力し合ったり、川
が氾

はんらん

濫したときは、点呼を
取って会員の無事を確認するなどしています。これは、
普段からのコミュニケーションが生きていると思いま
す。災害が起こったとき、被害を最小限に抑えるため
には、自分たちが動き、連携して地域を守っていかね
ばなりません。今後、毎年避難訓練を行い、薪ストー
ブや発電機の確保、井戸の水質調査などにより、いざ
というときに備えていきたいです。

「十和田市地域防災計画」を修正しました

　市は、平成 17 年度に策定した「十和田市地域
防災計画」を、東日本大震災を踏まえ、大規模災
害に対応するために内容を修正しました。

問総務課防災係☎51 6703

■主な修正点
①「自主防災組織の育成強化」を推進
　「地域防災力」の向上を図るため、町内会など
で組織される「自主防災組織」の設立や既存の団
体の育成強化を推進します。
②災害時要援護者の名簿の作成
　一人暮らしの高齢者や障害のあ
るかた、妊婦など災害時に特に避
難支援を必要とするかたの名簿を
作成します。

「防災マップ」を改訂しました
　「十和田市地域防災計画」の
修正に合わせて、防災マップを
改訂しました。今月号と一緒に
配布していますので、自分の
避難場所を確認
し、いつでも見
られるような場
所に置いて活用
しましょう。

■地域の安全は地域で守る　求められる「地域防災力」

※「十和田市地域防災計画」の改訂版と「十和田
　市防災マップ」は総務課に備え付けているほか、
　市ホームページからダウンロードできます。

　

地
震
や
豪
雨
、
大
雪
、
火
災

な
ど
災
害
は
突
然
起
こ
り
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
真
っ

先
に
行
動
で
き
る
の
は
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄

に
な
っ
て
い
る
今
、
地
域
の
つ

な
が
り
の
重
要
性
が
再
認
識
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
合

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

地
域
の
安
全
は
、
地
域
住
民

の
絆
で
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
と
の
つ
な
が
り
の

重
要
性
を
再
認
識

　

発
電
機
や
消
火
器

な
ど
の
確
保

備

確
保保
確
保


